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１．アクセス管理エリア（JAWOC 管理）の範囲は具体的にはどこか？ チケットを持た
ない者はどこまで入ることができるのか。グランディ２１南西側の公園部分は含まれるの

か。菅谷台団地、あるいは入菅谷地区などはどうか。また、そうした範囲を設定する期間

はどのくらいか。 
 
２．具体的な警備計画を見せて欲しい（１３年度中に作成するとの回答だった） 
 
３．一般車両の通行禁止を求めたい。国体のときにかなり効果があったと思われる。国体

の開会式での交通規制をどのように評価しているか？ 
 
４．６月１２日（水）、１８日（火）の小中学校の臨時休校措置については、実施するのか
どうか。あるいは、宮城県教育委員会としての考え方はどうか。 
 
５．旅館、ホテルに宿泊しない野宿者に対する対策はどうか。私どもが求めている利府町

内あるいは隣接地域への野営場の設置はどのくらい具体化しているのか。規模、期間につ

いての現時点での詳細を知りたい。 
 
６．チケットを有しない者への対応はどうか。仙台市体育館にクローズドサーキットを設

置するとか報道があったが、そこまでどうやって誘導するのか。仙台市体育館だけで足り
るのか。仙台市体育館以外に設置するのかどうか。 
 
７．ボランティア団体がクローズドサーキット等を利府町内に設置する動きがあるが、宮

城県としてはどう考えているのか。住民側としては、野宿者あるいはチケットを持たない

人がうろうろすることが減るので、むしろ歓迎したいところだが、ボランティア主催のそ

ういう行事に何か問題はあるか。 
 
８．ダフ屋、フーリガン等の不法者への取り締まり方法はどうするのか。特にダフ屋は近
接住宅地域に多く出没する可能性があるが、どのように取り締まるのか。 
 
９．シャトルバスの無料化はどうなったか。 
 
１０．経済効果等メリットについて再度お答え願いたい（５月の三者協議で質問済） ５

月には今算定しているところと言われたが、その後どうなったか。また、局長は「県民に

とって、利府町住民にとって、やってよかった、と言えるような準備を進めている。」と言

われたが、具体的にはどのようなことを考えているのか。 
 
１１．ワールドカップ勉強会の開催数が足らないのではないか。今後の計画を具体的に教
えて欲しい。 
 
１２．利府町への横断幕の貸し出しとあったが、どこに設置されているのか。 
 
１３．局長が「JAWOC や自治体が保険に入っている。それをフーリガンの破壊活動の保

証に使えるかどうかわからない。次回まで調べてお伝えしたい。」と言われたが、どうなっ

ているのか。フーリガン保険等に入るのか可能か。そういった保険にはどういう種類があ

って、誰が利用できるのか。 


